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研究成果の概要（和文）：企業へのインタビューによる実態調査、過去の文献調査によって、理論的考察によっ
て、
日本企業の活動のブローバル化、グローカル化のなかで、原価企画のどのように変貌を遂げているのかを調査し
た。その結果、以下のことが判明した。（１）1990年代に原価企画は日本的な戦略的コストマネジメントとして
もてはやされてきたが、原価企画が効力を発揮する業種や戦略が存在することが判明した。（２）原価企画と言
っても、そこには多様性が存在することが明らかになった。とくに、事業戦略の特性によって、製品特性によっ
て、原価企画の進め方や特徴が違うことがわかった。

研究成果の概要（英文）：By interviewing companies, surveys of previous research, and theoretical 
considerations, we investigated how TCM (target cost management) changed in the glocalization (the 
globalization and localization) of the activities of Japanese companies. As a result, the followings
 were found.(1) In the 1990s, TCM was highlighted as strategic cost control for Japanese companies, 
but it became clear that there are industries and strategies in which target costing is effective.
(2) Even with TCM, it has become clear that there is diversity. In particular, it was found that 
TCM's approach and characteristics differ depending on the differences in business strategy and 
product characteristics.

研究分野： 管理会計

キーワード： 原価企画　製品アーキテクチャ　製品戦略　製品の開発設計マネジメント　コストマネジメント　部品
の共通化　グローカル化　競争戦略
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの原価企画研究は、原価企画を日本企業の競争優位性をもたらしている一つの有力な仕組みとしてポジ
ティブな側面を主に研究していたが、本研究では日本企業がグローカル化するなかで、原価企画が効果を発揮す
る局面と効果を発揮しない局面があることを明らかにした。さらに、製品開発段階のコストマネジメントは、目
標原価の作り込みを主とする原価企画だけではなく、プロジェクト全体のコストを考えたコストマネジメントの
存在を示唆した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

製品の開発設計段階でのコストマネジメントである原価企画は、日本的管理会計の主要課題

として国内だけでなく海外においても注目され、1990 年代を中心に多くの研究が公表されてき

た（日本会計研究学会,1996;Kato,1993; Hiromoto,1988）。そこでは、原価企画が単なる原価管

理活動ではなく、(A)企業戦略と密接に結びついた総合的利益管理活動であることや、(B)機能

別に異なる部門を横断的に統合し新たな知識を創造するといった組織的な要因が重要であるこ

とが指摘されてきた。また、これらの初期の指摘は、2000 年以降の研究の進展に大きく影響を

与え、これらに依拠した厳密な研究がいくつか蓄積されている。例えば、組織的な要因と原価

企画との関連性にかかわる統計的実証研究（吉田,2002）や、特定の組織における原価企画の導

入と定着にかかわるケース研究（Yasukata, Yoshida, Yamada and Oura, 2013）などである。 
しかし、過去の研究に依拠し厳密な研究が蓄積される一方で、わが国の製造業は企業活動を

グローバルに展開し、かつ、現地への適応を進めているといわれている（中川,2004）。こうし

た企業活動の「グローバル化」、さらには、現地への分権化が一層進展した「グローカル化」を

考慮するならば、従来の原価企画に関する研究は、（A）日本国内を対象とした企業戦略を明示

的ないし暗示的に前提とし、かつ、（B）機能間の統合に代表される日本企業の伝統的な組織マ

ネジメントとの関わりで原価企画を検討してきたといえる。しかしながら、日本的なコストマ

ネジメントである原価企画が近年変化を遂げていると指摘される（諸藤, 2013）。そこで、われ

われ研究者は、進展する企業活動の「グローカル化」すなわちグローバルにかつローカルにな

る中で、わが国の製造業の実情にあった原価企画の姿を改めてとらえなおす必要がある。こう

した取り組みは、伝統的な国内型の企業モデルに縛られた原価企画研究から脱却し、企業実務

に則した新たな研究成果を管理会計の研究や実務に提供すると考えられる。 
２．研究の目的 

日本企業の活動のグローカル化が急激に進展する中、日本的なコストマネジメントである原

価企画は大きな変貌を遂げている。にもかかわらず、これまでの原価企画研究は伝統的な国内

型の企業モデルを前提とし、原価企画をグローカル化したものとしてとらえきれていない。そ

こで本研究では、わが国の製造業における原価企画のグローカル化の程度つまりグローバル化

の程度とローカル化の程度、そこでの影響要因と関連要因、および、分散化した原価企画を再

統合する仕組みについて、その実態を経験的に調査し、これまで画一的に検討されてきた原価

企画を今日の企業実態が反映するかたちで明らかにすることを目的とする。そして、本研究か

ら得られた研究成果を管理会計研究や実務に提供し、わが国製造業の復活の一助としたい。 
３．研究の方法 
そこで本研究は、これらの課題について、既存研究の分析と経験的な手法（アンケート調査と

インタビュー調査）を用いて集中的に探索し、新たな発見事項を研究や実務の世界に提供する。

具体的には、①分散化の程度と②関連要因との影響については、おもにアンケート調査の手法

を用いて検討し、③再統合の仕組みについては、おもにインタビュー調査の手法を用いて探索

することを期間内に計画した。これにより、企業活動のグローバル化やグローカル化が進展す

る中での「総合的利益管理活動」としての原価企画の姿が新たに明らかになると考えられる。

本研究は、伝統的な国内型の企業モデルを前提に画一的に検討されてきた原価企画研究を脱却

し、既存研究をベースに、経験的な手法（アンケート調査とインタビュー調査）を用いて、今

日の企業の実態が反映するかたちで明らかにすることを目的とした。 

４．研究成果 
 本プロジェクトからの主な発見事項は以下のものである。 



(1)原価企画は日本市場で競争に打ち勝つために生まれた製品開発段階のローカルなコストマ

ネジメントであった可能性がある。それに対して、1990 年代以降、原価企画はグローバルな市

場（特にコモディティ化した製品）をターゲットとするグローバルな原価企画へと変化したも

のも出現してきた。 
（２）原価企画が生まれた日本市場における競争は差別化競争であった。差別化製品の特徴を

製品のアーキテクチャの観点から説明すれば、機能群と部品（モジュール）群との関係が相互

依存的で部品（モジュール）間のインターフェース設計ル一ルが基本的に 1社内で閉じている

という特徴のクローズド・インテグラル型である。そのような差別化された製品をコスト安に

する時に、原価企画は効果を発揮してきた。クローズド・インテグラル型製品は特定の顧客層

のニーズに会わせて設計されるので高コストになりやすい。また、高価格で売らないと採算が

とれない。それにもかかわらず、これらの製品を、顧客のニーズに合わせて高い品質で安く提

供できたのは、原価企画によるコスト低減アイデアの創出と、コスト最適化のマネジメントの

おかげであったと言えよう。とくに、自動車に代表されるクローズド・インテグラル型の最終

製品がコスト競争力を持てるのは、多くのサプライヤーのコスト低減努力とその努力を統合す

るアセンブラーのコストマネジメント能力にあると思われる。 

（３）グローバルな市場とくにコモティティ化した製品の原価企画が出現してきた。コモディ

ティ化した製品では、機能や性能や品質が同じ製品をいかに安く作るかが重要である。 コモ

ディティ化とは、「参入企業が増加し、商品の差別化が困難になり、価格競争の結果、企業が利

益を上げられないほどに価格低下すること」と定義される。（延岡・伊藤・森田[2006]p.25)。（長

内・榊原[2011])。そのようなときに重要なのは量産効果である。たくさん売ることによる量産

効果と、標準的な部品を大量に購入して、安く組み立てることが重要になる。製品コモディテ

ィ化した製品は、製品アーキテクチャの観点からオープン・モジュラー型製品といわれる。そ

れは、部品も製品も業界で汎用化・標準化されているので、多くの企業が参入しやすい。そし

てコモディティ化しやすい。したがって、価格競争に陥りやすい。そこで競争に打ち勝つため

には、市場全体をターゲットとするために最初から大きな設備を準備してたくさんの量を相手

に負けないような価格設定をしながら、大量に販売し、単位当たり固定費を低減させることが

重要になる。すなわち、オープン・モジュラー型製品においては、規模の経済、量産効果がコ

ストマネジメントとして重要になる。そのようなコストマネジメントがグローバルな原価企画

である可能性がある。 
表 二つの原価企画における違い 

 ローカルな原価企画 グローバルな原価企画 

対象市場 日本国内 グローバル市場 

対象製品 差別化可能な製品 コモディティ化製品 

価格 前モデルよりも機能の追加分

だけ価格アップ 
競争価格 

販売量 市場の特定セグメント 市場全体 

原価の目標 製品単位あたり原価 プロジェクト全体の原価 

コスト低減方策 VE 等による変動費の削減 
工程数削減 時間短縮 

大量生産によるコスト削減 

部品の原価低減 サプライヤーによる原価低減

の工夫 
大量購買によるコスト低減 



 これら二つの異なる原価企画が企業内部でどのような形で統合されているかについての調査

については今後の研究課題としたい。 
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